
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形市立大曽根小学校 

学校だより 

令和６年１０月２３日 

校長 

土井 正路 No.10 
やまなみ 

 １０月１２日（土)、本校グラウンドで大運動会が開かれました。朝の開会式では曇り空でし

たが、時間を追うごとに太陽も顔を出し、終わる頃には汗ばむくらいの天気になりました。 

「めざせ！！４２人で一致団結 ～自分で考え、あきらめずにやりきる運動会～」のスローガンのも

と、一人一人が全力で競技に向かいました。最後の種目まで勝敗がわからない展開でした。中間発

表では両組、何と同点。後半の種目、高学年リレーでは白組がリードし、最後の玉入れで優勝が赤組

となりました。白組のみんなもよくがんばりました。感動をありがとう。地域の皆様、保護者の皆様，熱

い声援ありがとうございました。 

 

       

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

漠ピア直 

一年生による開会宣言 迫力満点、タイヤ取り 

ポーズも決まった！ 
士気が高まります！ 

両組とも力が入ります 



被爆ピアノ平和コンサート 

～平和を願って～  

10月4日（金）午前に本校体育館にて被爆ピアノ平和

コンサートが開催されました。被爆ピアノの所有者である

矢川義則さん、ピアニストの近藤阿由良さん、被爆ピアノ

平和コンサート実行委員長の菅野徳明元校長先生をお迎

えしました。地域の皆様、保護者の皆様も数多く来校して

いただきました。今から79年前、広島で被爆したピアノの

音は哀しくも美しい響きを体育館いっぱいに響かせてくれ

ました。全校児童が６年生の伴奏で「校歌」と「ビリーブ」

を歌いました。一生の思い出となりました。「平和とはどこ

からやってくるのか。」「平和って何か。」考えるきっかけと

なったでしょうか。 

 

～大曽根小学校創立 123周年～ 

 10 月 18 日（金）は本校の 123 回目の創立記念日でした。同

窓会長 阿部 忠美様、PTA会長佐藤 弘樹様にご臨席いただきま

した。本校は、明治 7 年に上反田村安養寺に上反田学校が開校

し、明治 34年１０月 20日、現在の場所に校舎を新築し大曽根尋

常小学校と改称されました。この日を創立記念日としています。 

式辞の中で阿部同窓会長様からは、100 周年記念事業で建立

されたモニュメントにまつわるお話をいただきました。 

「このモニュメントには自然いっぱい、夢いっぱい、笑顔いっぱい 

と刻まれています。また、一番上に 6 羽の鳩が飛んでいます。6 羽の鳩は平和の象徴であり、大曽根の６つの地

区の児童を表現しています。「扉」がテーマになっており、鉤がかかっているつくりです。こ

れは未来の扉を表しているそうです。（一部要約）」 また、90周年の記念碑に書かれた

「希望」の字の「望」の字が一画多いことについても教えていただきました。児童代表の

6年生は約 40年前まで大曽根小の芳沢分校、滝平分校があったという歴史を話してく

れました。一部を紹介します。 

「百二十三年という長い歴史の中には、おじいさん、おばあさん、お父さん、お母さん、

地域の方々が大切に大曽根小学校への思いをつなげてきてくれたおかげだと思います。

ぼくたちが、これからその思いをつないでいく番です。」 

 

 

 

お知らせ 敬老芋煮会の手伝いについて 

 11月 7日（木）本校にて敬老芋煮会を開催します。児童数の減少による準備の困難さを踏まえ、昨年度より在

籍児童の祖父母に限定しております。なお、調理については昨年度保護者の皆様からお手伝いいただきました

が、今年度は食生活改善協議会のご協力のもと、子ども達の力で芋煮を完成させる予定です。 


